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土
木
学
会
の
動
き
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

令
和
二
年
度
の「
土
木
の
日
」
お
よ
び「
く
ら

し
と
土
木
の
週
間
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、オ
ン
ラ
イ
ン
を

活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
行
う
な
ど
、各
地
で

工
夫
を
試
み
な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。

　

1
9
8
7
年
11
月
18
日
に「
土
木
の
日
」
を
制

定
し
て
か
ら
、2
0
2
0
年
11
月
18
日
で
33
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。各
支
部
や
各
関
係
団
体
の
多
大

な
ご
協
力
を
賜
り
、「
土
木
の
日
」が
全
国
的
に
浸

透
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。土
木
広
報
セ
ン
タ
ー
と

し
ま
し
て
も
、一
般
の
方
々
に
社
会
資
本
の
重
要

性
を
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
継
続
し
て
い
く

所
存
で
す
。
今
後
と
も
本
行
事
に
関
し
ま
し
て
、

多
く
の
方
々
の
ご
理
解
や
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
皆
さ
ま
方
に
心
か
ら
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

土
木
の
日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

2
0
2
0

　

2
0
2
0
年
11
月
21
日（
土
）、「
土
木
の
日
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
2
0
」
を
開
催
し
た
。
本
年
は

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
形

式
で
実
施
し
た
。

　

本
年
度
は
、「
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
お

け
る
市
民
普
請
の
可
能
性
」を
テ
ー
マ
に
議
論
を

行
っ
た
。

　
「
都
市
か
ら
地
方
へ
」
の
流
れ
は
コ
ロ
ナ
禍
の

状
況
で
さ
ら
に
加
速
し
よ
う
と
し
て
い
る
。そ
れ

に
伴
っ
て
、持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
実
現
す

る
考
え
方
・
手
法
と
し
て
の「
市
民
普
請
」へ
の

期
待
も
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
土
木
学
会
・

市
民
普
請
グ
ル
ー
プ
で
は
、地
方
を
主
に
実
施
さ

れ
て
き
た
市
民
主
導
の
持
続
可
能
性
を
有
す
る
イ

ン
フ
ラ
管
理
の
仕
組
み
で
あ
る「
市
民
普
請
」の

展
望
や
課
題
に
つ
い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

議
論
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
市
民
普
請
の
実
践

に
は「
中
間
支
援
組
織
」と「
資
金
調
達
」が
重
要

な
キ
ー
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。今
回
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
こ
の
視
点
か
ら
、
国
内
外

の
先
進
的
な
市
民
普
請
の
取
り
組
み
事
例
が
紹
介

さ
れ
、現
場
で
活
躍
し
て
い
る
方
々
の
ご
経
験
や

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
、市
民
普
請
の
役
割

や
今
後
の
可
能
性
を
探
っ
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
土
木
学
会
理
事
で
、
土
木
の

日
実
行
担
当
で
あ
る
東
川
直
正
氏（
国
土
交
通
省

大
臣
官
房
技
術
審
議
官
）よ
り
開
会
あ
い
さ
つ
が

行
わ
れ
た
。
東
川
氏
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
新
し

い
生
活
様
式
に
向
け
た
建
設
分
野
の
新
し
い
働
き

方
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
触
れ
、非
接

触
・
リ
モ
ー
ト
型
の
働
き
方
と
し
て
、無
人
化
施

工
、B
I
M
／
C
I
M
の
活
用
、
非
接
触
リ
モ
ー

ト
検
査
の
実
施
な
ど
に
イ
ン
フ
ラ
分
野
の
D
X

と
し
て
取
り
組
み
を
推
奨
し
て
い
る
こ
と
が
紹
介

さ
れ
た
。ま
た
今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
土
木
の

日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
議
論
に
つ
い
て
も
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
期
待
を
寄
せ
た
。

　

ま
た
、土
木
学
会
の
家
田
仁
会
長
よ
り
会
長
あ

い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
家
田
会
長
は
、
土
木
に
関
わ

る
人
は
技
術
者
や
専
門
家
だ
け
で
は
な
く
、「
総

合
の
源
泉
と
し
て
の
市
民
」「
楽
し
む
源
泉
と
し

て
の
市
民
」も
含
め
多
く
の
人
が
何
ら
か
の
か
た

ち
で
国
土
や
イ
ン
フ
ラ
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を

挙
げ
、
市
民
普
請
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
市
民

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
発
展
に
期
待
を
寄

せ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
会
後
、
導
入
と
し
て
、
中
村

圭
吾
市
民
普
請
グ
ル
ー
プ
幹
事
長
よ
り「
市
民
普

請
の
意
義
」
に
つ
い
て
話
題
提
供
が
行
わ
れ
た
。

中
村
氏
は
、「
都
市
か
ら
地
方
へ
」の
流
れ
が
コ
ロ

ナ
禍
で
さ
ら
に
加
速
し
て
お
り
、持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
を
実
現
す
る
考
え
方・手
法
と
し
て「
市

土
木
広
報
セ
ン
タ
ー

土
木
広
報
セ
ン
タ
ー
は
、土
木
広
報
戦
略
会
議
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、自

ら
が
主
体
と
な
る
活
動
の
実
施（「
土
木
の
日
」の
活
動
を
含
む
）、各
委
員

会
や
支
部
、関
係
団
体
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
活
動
と
の
連
携
・
調
整
、情

報
共
有
・
発
信
な
ど
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

令
和
二
年
度 

土
木
の
日
お
よ
び

く
ら
し
と
土
木
の
週
間 

報
告

本
　
部

写真1　Zoomを使用したYouTubeライブ配信
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民
普
請
」へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
で
あ

る
こ
と
を
挙
げ
、多
様
な
オ
フ
グ
リ
ッ
ド・コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー（
こ
こ
で
は
、
多
様
な
面
で
自
立
し
た

地
域
社
会
と
い
う
意
味
合
い
）が
形
成
さ
れ
て
い

く
こ
と
の
意
義
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、市
民
普
請
の
実
践
に
関
す
る
具
体
事

例
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。事
例
紹
介
は
上
原
佑
貴

氏（
N
P
O
法
人
日
本
上
流
文
化
圏
研
究
所
）、

宮
島
俊
明
氏（
長
野
県
下
伊
那
郡
下
條
村
副
村

長
）、武
田
晋
一
氏（
拓
殖
大
学
）よ
り
行
わ
れ
た
。

　

上
原
氏
か
ら
は
、山
梨
県
早
川
町
に
お
い
て
中

間
支
援
組
織
と
し
て
、多
様
な
取
り
組
み
を
実
施

し
て
い
る
日
本
上
流
文
化
圏
研
究
所（
以
下
、
上

流
研
）か
ら
、中
山
間
地
域
の
地
域
づ
く
り
、市
民

普
請
に
お
け
る
中
間
支
援
組
織
の
役
割
な
ど
に
つ

い
て
話
題
提
供
い
た
だ
い
た
。上
流
研
は
、早
川
町

の
総
合
計
画
に
あ
る
、日
本
・
上
流
文
化
圏
構
想

の
実
現
に
向
け
て
設
立
さ
れ
た
機
関
で
、上
流
文

化
の
掘
り
起
こ
し
、
地
域
資
源
の
活
用
、
人
材
育

成
、社
会
貢
献
の
四
つ
の
柱
を
軸
に
活
動
を
行
っ

て
き
た
。構
想
の
実
現
を
目
指
し
つ
つ
、町
の
解
決

し
た
い
課
題（
集
落
維
持
管
理
、
移
住
者
受
け
入

れ
支
援
、石
垣
修
復
な
ど
）に
対
し
、都
市
エ
リ
ア

か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
呼
び
込
み
、住
民
と
の

適
切
な
つ
な
ぎ
な
ど
、中
間
支
援
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
担
っ
て
き
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、地
元
に
軸
足

を
置
い
た
中
間
支
援
組
織
の
重
要
性
を
述
べ
た
。

　

宮
島
氏
か
ら
は
、
長
野
県
下
條
村
に
お
け
る

建
設
資
材
支
給
事
業
に
つ
い
て
、実
施
に
至
る
経

緯
、仕
組
み
の
概
要
や
取
り
組
み
の
効
果
と
課
題

を
話
題
提
供
い
た
だ
い
た
。
宮
島
氏
は
、
下
條
村

（
3
7
0
0
人
）の
人
口
規
模
に
見
合
っ
た
公
共
事

業
の
一
環
と
し
て
、資
材
支
給
事
業
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
た
。
下
條
村
で
は
、
村
が
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
必
要
な
資
材
を
提
供
し
、受
益
者
で
あ
る
地

区
の
住
民
が
工
事
を
担
う
村
民
参
加
型
の
事
業
を

進
め
て
い
る
。こ
れ
に
よ
り
通
常
建
設
工
事
の
4

分
の
1
ま
で
事
業
費
を
削
減
す
る
と
と
も
に
、子

育
て
支
援
や
介
護
医
療
等
へ
の
充
実
を
高
め
、身

の
丈
に
あ
っ
た
行
政
運
営
を
実
現
し
て
い
る
。ま

た
、村
民
参
加
型
の
事
業
の
副
次
的
な
効
果
と
し

て
、イ
ン
フ
ラ
へ
の
愛
着
、完
成
後
の
自
主
的
な
維

持
管
理
、自
助
、互
助
、共
助
の
充
実
、地
域
の
交

流
の
場
を
生
み
出
す
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

　

武
田
氏
か
ら
は
、
タ
イ
国
東
北
部
ノ
ン
コ
ー

村
に
お
け
る
市
民
普
請
と
し
て
の
村
道
舗
装
事

業
に
つ
い
て
話
題
提
供
い
た
だ
い
た
。
村
で
は

2
0
1
4
年
に
現
村
長
が
就
任
し
て
以
来
、共
同

地
の
草
刈
り
な
ど
を
住
民
参
加
型
で
行
う
よ
う
に

な
っ
た
。そ
の
後
、長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
主
要
道

路
の
舗
装
整
備
に
着
手
し
た
。こ
こ
で
は
長
年
海

外
の
建
設
現
場
に
赴
き
高
い
土
木
技
術
を
取
得
し

た
リ
ー
ダ
ー
的
村
民
が
、作
業
全
般
の
技
術
指
導

の
役
割
も
担
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。年
1
回

の
工
事
を
3
年
間
継
続
し
資
金
は
住
民
と
企
業
か

ら
の
寄
付
が
半
々
で
あ
る
こ
と
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

内
の
結
束
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は「
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
に
お
け
る
市
民
普
請
の
可
能
性
に

つ
い
て
」
と
い
う
内
容
で
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、パ
ネ
リ
ス
ト
5

人（
上
原
佑
貴
氏
／
宮
島
俊
明
氏
／
武
田
晋
一
氏

／
徳
永
達
己
氏（
拓
殖
大
学
）／
真
田
純
子
氏（
東

京
工
業
大
学
）と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
中
村
圭
吾

氏
に
加
え
て
、市
民
普
請
の
事
例
紹
介
の
参
加
者

と
し
て
西
山
穏
氏（
N
P
O
法
人
し
あ
わ
せ
み
か

ん
山
／
N
N
ラ
ン
ト
シ
ャ
フ
ト
研
究
室
）、
清
水

淳
氏（
過
去
の
市
民
普
請
大
賞
受
賞
団
体
／
北
川

か
っ
ぱ
の
会
）で
行
わ
れ
た
。
三
つ
の
事
例
発
表

を
受
け
て
の
論
点
と
し
て
、「（
1
）市
民
普
請
が

機
能
す
る
た
め
に
必
要
な
専
門
家
、中
間
支
援
組

織
の
役
割
」「（
2
）環
境
面
に
配
慮
し
た
市
民
普

請
」「（
3
）持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
」

「（
4
）市
民
普
請
を
始
め
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

地
域
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」な
ど
を
中
心
に
議

論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
議
論
を
通
じ
て
、①
中
長
期
に
地
域

づ
く
り
を
視
野
に
入
れ
た
市
民
を
巻
き
込
む
仕
組

み
づ
く
り
、②
徹
底
し
た
地
域
資
源
の
発
掘
と
新

制
度
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
力

の
評
価
指
標
に
よ
る
効
果
の
把
握
、④
住
み
続
け

た
い
と
い
う
地
域
の
愛
着
の
醸
成
な
ど
が
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
ま
と
め
と
し
て
挙
げ

ら
れ
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
整
理
が
な
さ
れ
た
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

5
0
0
人
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
、
多
数
の
コ

メ
ン
ト
や
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、市
民
普
請
へ
の
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
と
と
も
に
、
今
後
の

地
域
づ
く
り
を
考
え
る
上
で
も
貴
重
な
機
会
と

な
っ
た
。
当
日
の
配
信
動
画
は
、
土
木
学
会
t
v

（Y
ouT

ube

）に
て
ア
ー
カ
イ
ブ
公
開
し
て
お
り
、

ま
た
、誌
面
に
掲
載
し

き
れ
な
か
っ
た
報
告

記
事（
全
編
）は
、「
土

木
の
日
」W
e
b
サ
イ

ト
に
て
掲
載
し
て
い

る
の
で
参
照
い
た
だ

き
た
い
。

写真2　パネルディスカッションの様子（土木学会 講堂）

報告記事（「土木の日」
Webサイト）

シンポジウム配信動画
（土木学会tv）
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北
海
道
支
部
で
は
例
年
通
り
関
連
行
事
を
計
画

し
て
い
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
よ
り
親
子
見
学
会
、イ
ブ
ニ
ン
グ
シ
ア
タ
ー

等
中
止
行
事
も
多
発
し
た
。

　

そ
ん
な
中
10
月
か
ら
1
月
に
か
け
、
北
見
、
苫

小
牧
、
室
蘭
、
函
館
に
お
い
て
、
関
係
機
関
協
力

の
も
と
に「
土
木
の
日
」
関
連
行
事
を
、
感
染
防

止
策
を
徹
底
し
て
実
施
し
た
。函
館
地
区
で
は
中

学
生
、一
般
市
民
を
対
象
に
土
木
技
術
体
験
講
座

お
よ
び
小
学
生

対
象
の
公
開
講

座「
橋
を
作
っ

て
み
よ
う
」
を

開
催
。
室
蘭
地

区
で
は
大
学
生

と
教
員
の
参
加

に
よ
る「
ト
ラ

ス
・
モ
ル
タ
ル

コ
ン
テ
ス
ト
in

室
蘭
」、
北
見

地
区
で
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
展

示
場
所
と
す
る

小
中
学
生
の
書

道
展
な
ど
主
に

学
生
を
対
象
と

し
て
、各
地
区
工
夫
を
凝
ら
し
て
土
木
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
努
め
た
。

　

ま
た
、
11
月
18
日
に
計
画
し
て
い
た「
土
木
の

日
」記
念
講
演
会
お
よ
び
選
奨
土
木
遺
産
認
定
書

授
賞
式
も
北
海
道
内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
急

増
に
伴
い
中
止
と
な
っ
た
が
、選
奨
土
木
遺
産
に

つ
い
て
本
年
度
新
た
に
認
定
を
受
け
た「
金
山
ダ

ム
」お
よ
び「
神
居
大
橋
」に
は
、認
定
書
と
銘
板

を
送
付
し
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
受
領
し
て
い
た

だ
い
た
時
の
写
真
と
と
も
に
対
象
の
土
木
遺
産
を

掲
載
し
周
知
し
て
い
る
。

　

東
北
支
部
で
は
、「
土
木
の
日
」関
連
特
別
行
事

の
一
環
と
し
て
、2
0
0
4
年
度
よ
り
、
巨
大
地

震
災
害
や
津
波
災
害
、さ
ら
に
は
気
候
温
暖
化
に

よ
る
河
川
海
岸
等
へ
の
影
響
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

防
災
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
東
北
支
部
で
は
、東
日
本
大
震
災
を

テ
ー
マ
に
2
0
1
1
～
2
0
1
3
年
度
に
3
回

開
催
し
、2
0
2
0
年
度
は
、2
0
2
1
年
3
月

に
、東
日
本
大
震
災
が
発
災
し
て
か
ら
10
年
の
節

目
を
迎
え
る
に
当
た
り
、復
旧
・
復
興
の
10
年
間

を
振
り
返
り
、東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
未
来
に

繋
ぐ
た
め
の
提
言
を
、被
災
地
・
東
北
か
ら
発
信

し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ム
は
、2
0
2
1
年
１
月
27
日

（
水
）に
開
催
し
、基
調
講
演
に
は
、2
0
1
1
年

度
に
も
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
東
北
大
学
災
害

科
学
国
際
研
究
所
所
長
の
今
村
文
彦
教
授
に「
東

日
本
大
震
災
の
経
験
と
今
後
の
防
災
対
策 

─
教

訓
を
繋
ぐ
た
め
に
─
」
と
題
し
、
発
災
直
後
か
ら

今
日
ま
で
の
復
興
10
年
間
の
振
り
返
り
と
、国
内

外
に
お
け
る
最
近
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、東
北
大
学

災
害
科
学
国
際
研
究
所
の
奥
村
誠
教
授
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
を
加
え

て
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
携
わ
っ
た
各
分

野
の
方
々
を
お
招
き
し
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の

10
年
間
を
振
り
返
り
、復
興
に
取
り
組
む
こ
と
で

経
験
で
き
た
こ
と
、
独
自
の
工
夫
、
取
り
組
み
に

よ
っ
て
達
成
で
き
た
こ
と
な
ど
、こ
の
10
年
間
で

得
ら
れ
た
豊
富
な
経
験
を
と
り
ま
と
め
、そ
れ
を

新
し
い
時
代
の
地
域
づ
く
り
に
ど
う
繋
げ
て
い
け

る
か
な
ど
に
つ
い
て
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
実
施
し
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、Zoom

 W
ebiner

方
式
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、活
発
な
発
言
が
展
開

さ
れ
、約
2
0
0
人
の
視
聴
者
に
は
、土
木
に
関

す
る
関
心
が
高
め
ら
れ
た
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

北
海
道
支
部

東
北
支
部

パネルディスカッションの様子

選奨土木遺産認定書授与時 神居大橋 函館工業高等専門学校 公開講座「橋を作っ
てみよう」

選奨土木遺産認定
書授与時 金山ダム

土木学会誌 Vol.106 No.6 June 2021 74

DNA_土木学会誌 '2106月号　P.72-77　P.74　'21.05.13　原責時　OP.高安



　

関
東
支
部
で
は
、
関
係
機
関
の
協
力
の
下
に

「
土
木
の
日
」の
関
連
行
事
を
実
施
し
た
。

　

例
年
実
施
し
て
い
る「
親
子
見
学
会
」
に
代
わ

る
企
画
と
し
て
、
新
た
に「
土
木
を
感
じ
る
!

親
子
で
探
検 

～
絵
本
の
世
界
～
」を
企
画
し
開
催

し
た
。土
木
系
の
絵
本
を
配
布
し
て
親
子
に
読
ん

で
も
ら
い
、
感
想
文（
絵
本
の
絵
を
ま
ね
し
た
絵

で
も
、
絵
を
基
に
作
製
し
た
模
型
で
も
よ
い
）
を

書
い
て
も
ら
う
こ
と
で
、子
ど
も
た
ち
に「
土
木
」

に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
も
の
で
、題
材
本
は
、

各
親
子
に『
ド
ボ
ジ
ョ
マ
マ
に
聞
く　

土
木
の
世

界
』シ
リ
ー
ズ
の「
地
下
都
市
」「
川
」「
鉄
道
」よ

り
選
択
し
て
も
ら
う
。
な
お
、
本
企
画
は
題
材
本

「
ド
ボ
ジ
ョ
マ
マ
」
シ
リ
ー
ズ
の
編
集
に
全
面
的

に
携
わ
れ
た（
一
社
）土
木
技
術
者
女
性
の
会（
東

日
本
支
部
）
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
感
想

文
等
は
関
東
支
部
幹
事
お
よ
び
女
性
の
会
で
審
査

さ
れ
各
賞
が
決
定
さ
れ
る
。
な
お
、
全
て
の
応
募

作
品
へ
の
コ
メ
ン
ト
、
受
賞
作
品
な
ど
が
、
関
東

支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
る
。

　

2
0
2
0
年
度
も
家
族
を
含
め
た
会
員
交
流

促
進
の
一
環
と
し
て「
土
木
の
あ
る
風
景
」
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
を「
土
木
の
日
」
に
ち
な
ん
で
11
月

18
日
よ
り
募
集
を
開
始
し
た
。関
東
支
部
幹
事
に

よ
る
審
査
に
て
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
・
佳
作
な

ど
が
決
定
さ
れ
る
。
入
賞
作
品
は
、
関
東
支
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
る
。

　

関
東
支
部
内
の
各
技
術
研
究
所
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、「
技
術
研
究
所
見
学
会
」を
実
施
し
、建
設

業
の
役
割
や
新
技
術
開
発
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
た
。

　

関
東
支
部
に
は
、新
潟
・
山
梨
・
群
馬
・
栃
木
・

茨
城
の
五
つ
の
分
会
が
あ
り
、各
分
会
に
お
い
て

記
念
講
演
会（
動
画
放
映
含
む
）、
土
木
遺
産
の

見
学
会
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、土
木
工

学
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
市
民
生
活
と
の
関
係
の

周
知
に
活
発
に
取
り
組
ま
れ
た
。

　

中
部
支
部
で
は
、関

係
機
関
の
協
力
を
い

た
だ
き
、「
土
木
の
日
」

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、

関
連
行
事
を
10
～
12

月
に
実
施
し
た
。

　

一
つ
目
は「
土
木
技
術
者
と
学
生
の
交
流
会
」。

こ
れ
は
中
部
地
方
の
大
学
・
高
専
の
土
木
系
学
生

に
土
木
事
業
の
魅
力
を
伝
え
る
と
と
も
に
、将
来

的
に
土
木
技
術
者
を
目
指
す
学
生
の
支
援
を
目

的
に
開
催
し
て
お
り
、
本
年
度
は
、コ
ロ
ナ
感
染

対
策
を
考
慮
し
、新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
を
用
い
て
の
手
探
り
状
態
で
開
催
し

た
。
ま
ず
は
参
加
企
業（
交
流
土
木
技
術
者
）
を

募
集
し
、そ
の
技
術
者
が
作
成
し
た
自
己
紹
介
を

基
に
、
学
生
が
応
募
し
、
各
技
術
者
と
応
募
学
生

の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
約
1
時
間
の
W
e
b
交
流
会

を
実
施
し
た
。
参
加
企
業
は
27
社
、
参
加
学
生
は

延
べ
1
4
2
人
で
、学
生
の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
約
9
割
が
土
木
事
業
の
魅
力
が
伝
わ
り
、満
足

で
あ
っ
た
と
の
回
答
を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、参

加
学
生
の
今
後
土
木
技
術
者
と
し
て
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

二
つ
目
は「
市
民
見
学
会
」「
親
子
ふ
れ
あ
い
見

学
会
」。
こ
れ
ら
は
土
木
に
対
す
る
一
般
市
民
の

関
心
を
高
め
、土
木
施
設
の
役
割
や
必
要
性
を
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
お
り
、

本
事
業
も
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
考
慮
し
、参
加
定

員
を
半
減
し
、消
毒
検
温
な
ど
感
染
対
策
を
実
施

し
た
上
で
の
開
催
と
な
っ
た
。「
市
民
見
学
会
」で

は
、
富
山
県
で
ダ
ム
施
設
や
橋
梁
工
事
の
現
場
、

名
古
屋
都
市
高
速
で
高
速
道
路
施
設（
管
制
室
、

換
気
所
）、名
古
屋
市
で
土
木
遺
産（
橋
梁
、運
河

な
ど
）の
見
学
、「
親
子
ふ
れ
あ
い
見
学
会
」で
は
、

長
野
県
で
道
路
工
事
の
現
場
、
河
川
排
水
機
、
ダ

ム
施
設
の
見
学
と
幅
広
い
分
野
、普
段
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
管
理
施
設
見
学
も
盛
り
込
み
、合
計

62
人
が
参
加
さ
れ
た
。参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
で
は
土
木
事
業
や
土
木
施
設
へ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
分
か
り
、土
木
へ
の
関

心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

中
部
支
部
で
は
、こ
の
他
に
も
学
校
、
生
涯
学

習
の
場
等
に
講
師
を
派
遣
す
る「
出
前
講
座
」
お

よ
び「
選
奨
土
木
遺
産
の
パ
ネ
ル
展
示
」
等
を
行

い
、土
木
お
よ
び
土
木
学
会
の
認
知
度
向
上
と
と

も
に
、将
来
の
担
い
手
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

関
東
支
部

「土木を感じる! 親子で探検 ～絵本の世界～」イベントの題材本（関東支部HPより）

見学会　名古屋高速施設（トンネル換気
ファン）

2020年度「土
木の日」ポス
ター

中
部
支
部
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関
西
支
部
で
は
、「
土
木
の
日
」関
連
行
事
関
西

地
区
連
絡
会
の
主
催
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
企
画

し
て
い
る
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、集
客
行
事
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を

活
用
し
た
。

　

今
年
も「
土
木
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
制
作
で
は
、

「
み
ん
な
の
く
ら
し
を
さ
さ
え
る
土
木
～
ま
ち
・

道
・
鉄
道
・
港
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
～
」を
テ
ー
マ
に

図
案
を
募
集
し
た
。子
供
部
門
1
1
5
作
品
、一

般
部
門
1
6
3
作
品
の
中
か
ら
西
澤
洋
子
さ
ん

の
作
品
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、土
木
の
日
関
連

行
事
の
広
報
ポ
ス
タ
ー
に
利
用
し
た
（
写
真
）
。

　
「
土
木
の
日
」
コ
ア
行
事
の「
F
C
C
フ
ォ
ー

ラ
ム
」は
、「
古
墳
：
も
っ
と
誇
り
た
い
！
大
阪
の

世
界
遺
産
」
と
題
し
、Zoom

で
の
配
信
に
加
え

てY
ouT

ube

ラ
イ
ブ
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
も
行
い
、

両
方
で
約
1
0
0
人
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
盛

況
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。
福
永
伸
哉
氏（
考
古

学
）、福
田
英
人
氏（
文
化
財
保
護
）、新
之
介
氏

（
地
形
）
の
3
人
の
講
演
者
か
ら
は
古
墳
と
土
木

技
術
の
関
わ
り
を
交
え
た
話
題
を
提
供
い
た
だ

き
、土
木
学
会
が
開
催
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
た
。

　
「
ど
ぼ
く
カ
フ
ェ
」
は
施
設
見
学
付
の
イ
ベ
ン

ト
は
延
期
と
な
っ
た
も
の
の
、「
ダ
ム
の
深
み
に

ハ
マ
っ
て
20
年（
講
演
者
：
ダ
ム
ラ
イ
タ
ー
の
萩

原
雅
紀
氏
）」「
街
角
図
鑑 

─
街
に
あ
る
も
の
を

見
る
─（
街
角
鑑
賞
ラ
イ
タ
ー
の
三
土
た
つ
お

氏
）」「Zoom

 

イ
ン
!! 

東
名
高
速 

～
改
め
て
知

る
高
速
道
路
の
魅
力
～（
ハ
イ
ウ
ェ
イ
タ
レ
ン
ト

の
山
形
み
ら
い
氏
）」
と
3
回
開
催
し
た
。
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
は
場
所
を
問
わ
ず
参
加
で
き
る
た
め

全
国
各
地
か
ら
多
く
の
参
加
が
あ
り
、ど
の
イ
ベ

ン
ト
も
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

　

2
0
2
1
年
度
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
を
受
け
る
と
思
わ

れ
る
が
、本
年
度
に
培
っ

た
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
技
術
を
活
用

し
、こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら

ず
活
動
を
進
め
て
行
く

予
定
で
あ
る
。

　

2
0
2
0
年
8
月
30
日
、広
島
市
内
の
小
中
学

生
と
そ
の
親
子
20
組
51
人
が
参
加
し
て「
夏
休
み

親
子
見
学
会
」
が
開
催
さ
れ
、
広
島
市
東
区
二
葉

の
里
二
丁
目
の
広
島
高
速
道
路
5
号
線
シ
ー
ル
ド

ト
ン
ネ
ル
工
事
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。広
島
高

速
道
路
公
社
か
ら
工
事
概
要
の
説
明
を
受
け
、ト

ン
ネ
ル
坑
内
へ
と
進
み
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
直

径
約
13
ｍ
の
巨
大
な
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
を
見
て
、

現
場
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
感
動
し
、近
代
化

機
械
化
さ
れ
、安
全
を
最
優
先
し
た
ク
リ
ー
ン
な

イ
メ
ー
ジ
で
工
場
の
よ
う
だ
っ
た
と
驚
い
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
山
を
く
り
ぬ
け
る
ほ
ど
の
大
き
い

機
械
を
操
る
こ
と
が
で
き
る
土
木
の
仕

事
に
魅
力
を
感
じ
た
と
中
学
生
か
ら
の

感
想
も
あ
り
、
保
護
者
か
ら
は
建
設
業

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
た
と

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
、
通
常
よ
り
少
な
い
人
数
と
し
、
コ

ロ
ナ
対
策
を
徹
底
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
、
生
活
の
中
で
何
気
な
く
見
て
い
る

身
近
な
構
造
物
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て

土
木
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

や
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
が
土
木
技
術
に

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
第
13
回「
身

近
な
土
木
を
描
い
て
み
よ
う
!
図
画
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
中
国
5
県
か
ら
小
中
学

生
の
素
晴
ら
し
い
作
品
、9
0
4
枚
が
寄
せ
ら

れ
、
優
秀
賞
13
点
と
佳
作
54
点
を
選
考
し
ま
し

た
。
優
秀
賞
を
対
象
と
し
た
表
彰
式
は
、
広
島
、

鳥
取
、
岡
山
の
3
カ
所
で
行
わ
れ
、
西
村
強
支
部

長
よ
り
、優
秀
賞
者
へ
表
彰
状
と
優
秀
作
品
を
掲

載
し
た
2
0
2
1
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
贈
呈
し
、

土
木
学
会
本
部
や
、中
国
5
県
に
お
い
て
も
展
示

を
行
い
ま
し
た
。今
年
は
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
夏
休

み
が
短
く
応
募
総
数
が
減
少
し
ま
し
た
が
、作
品

の
レ
ベ
ル
は
例
年
以
上
の
力
作
が
多
く
、西
日
本

豪
雨
の
災
害
復
旧
の
様
子
を
描
い
た
作
品
も
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。

関
西
支
部

中
国
支
部

2020年度「土木の日」ポスター

土木学会「夏休み親子見学会」 第13回「身近な土木を描いてみよう!
図画コンクール」表彰式（広島）

展示：JR岡山エキチカ広場 第13回「身近な土木を描いてみよう!
図画コンクール」2021年カレンダー
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四
国
支
部
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
大
学
や
高
専
で
の
土
木
パ
ネ

ル
や
土
木
技
術
に
親
し
む
企
画
展
示
お
よ
び
土

木
関
連
の
実
験
等
多
く
の
行
事
を
や
む
な
く
中

止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
が
、そ
れ
以
外
の
土

木
の
日
関
連
行
事
に
つ
い
て
は
関
係
機
関
の
ご

協
力
の
も
と
、
一
般
市
民
、
地
域
住
民
、
小
中
学

生
・
高
校
生
等
を
対
象
に
、
土
木
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、四
国
の
各
県
内
で

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
行
事
を
開
催
し
た
。

　

ま
ず
、土
木
の
日
記
念
事
業
と
し
て
11
月
5
日

に
、「
選
奨
土

木
遺
産
認
定
書

授
賞
式
」（
三さ

ん

架か

橋ば
し

／
香
川
県

観
音
寺
市
）
お

よ
び
土
木
学
会

塚
田
専
務
理
事

に
よ
る「
土
木

学
会
に
お
け
る

イ
ン
フ
ラ
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の

戦
略
的
取
り
組

み 

─
イ
ン
フ

ラ
健
康
診
断
と

自
治
体
へ
の
支

援
─
」と
題
し
た
特
別
講
演
会
を
W
e
b
に
よ
り

開
催
し
た
。
従
前
の
会
場
で
の
開
催
に
比
較
し
、

W
e
b
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
多
く
の
視
聴

者
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、高
松
市
に
お
い
て
は
11
月
16
～
20
日
の

間
、香
川
県
庁
本
館
1
階
県
庁
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お

い
て「
四
国
の
土
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
＆
土
木
遺
産

パ
ネ
ル
展
」
を
開
催
し
た
が
、
明
る
い
会
場
で
バ

ナ
ー
等
の
展
示
も
見
や
す
く
好
評
で
あ
っ
た
。

　

主
な
地
区
行
事
と
し
て
は
、各
県
に
お
い
て
小

中
学
生
や
工
業
高
校
・
高
専
生
を
対
象
に
、ダ
ム

や
橋
梁
等
の
土
木
・
建
築
工
事
な
ど
の
建
設
現

場
の
見
学
会
を
実
施
し
、建
設
産
業
お
よ
び
社
会

資
本
整
備
へ
の
一
般
理
解
の
醸
成
、建
設
産
業
へ

の
魅
力
発
信
な
ど
に
努
め
た
。

　

九
州
沖
縄
地
域
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症（
C
O
V
I
D-

19
）
感
染
防
止
の
観
点

よ
り
、多
く
の
地
区
で
従
来
型
の
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
と
な
っ
た
。

　

長
崎
地
区
で
は
、
11
月
よ
り「
D
O
V
O
C

フ
ェ
ア
2
0
2
0
」
と
し
て
、W
e
b（w

w
w
.

dovoc.jp/tech.htm
l

）
上
で
オ
ン
ラ
イ
ン
パ
ネ

ル
展
を
開
催
し
て
い
る
。

　

宮
崎
地
区
で
は
、
11
月
28
～
29
日
に
イ
オ
ン

モ
ー
ル
宮
崎
で「
宮
崎
県「
土
木
の
日
」
パ
ネ
ル

展
」
が
開
催
さ
れ
た
。
パ
ネ
ル
お
よ
び
模
型
な
ど

を
展
示
し
、市
民
へ
公
開
し
た
。

　

沖
縄
地
区
で
は
、11
月
6
日
に
パ
レ
ッ
ト
市
民

劇
場（
那
覇
市
）
で
沖
縄
の
土
木
技
術
を
世
界
に

発
信
す
る
会 

第
25
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
新
し
い

日
常
に
対
応
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
在
り
方 

─W
ith 

コ
ロ
ナ
、After 

コ
ロ
ナ
─
」
が
開
催
さ
れ
、
97

人
の
方
々
が
参
加
さ
れ
た
。

四
国
支
部

西
部
支
部

四国の土木コレクション＆土木遺産パネル展

土木の日パネル展（宮崎地区）

「沖縄の土木技術を世界に発信する会」シンポジウム（沖縄地区）

選奨土木遺産認定書授賞式 特別講演会
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